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　１１月１２日（火）、萬歳保育所の園児でつくる萬

歳幼年消防クラブが、防火パレードを行いまし

た。園児は揃いの 法 被   を着て、「消すまでは心の
はっ ぴ

警報 Ｏ  Ｎ のまま」などと、大きな声で地域住民
お ん

に「火の用心」を呼び掛けました。

�今年を振り返って    p�～�
� 「新見公立大学大学院」開学 p�　　
�みんなの広場【ひとこと・風の便り…】 p��～��
�まちの話題【神郷ふるさと祭】 p��～��
�はつらつ健康ひろば
　【人間ドックはいかがでしょう】 p��～��
�おしらせ p��～��
�ハッピーバースデー    p��　　
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看護就職フェア i n 新見
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新見公立大学/新見公立短期大学
本館・体育館完成
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 ２ 月
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地域発信型映画
「新見的おとぎばなし」撮影 ・上映会
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新見南小学校開校式
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石垣市長初登庁
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　　　熊谷認定こども園開園
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 ３ 月

 ４ 月

 ４ 月

 ４ 月
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　　　たまがき書状 世界遺産に推薦
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　　　満奇洞
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　　　新見Ａ級グルメフェア
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　　　病児・病後児保育事業開始
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 ６ 月
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　　　　 「学び愛のまち　にいみ」
　　　 プロジェクト開始
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 ７ 月

 通年

 １ １ 月

 １ １ 月
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巡
回
更
生
相
談
は
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人

に
対
し
て
、
専
門
の
医
師
が
診
察
を
行
い
、
補
装

具
費
支
給
の
判
定
や
補
装
具
に
関
す
る
相
談
を

行
い
ま
す
。

　

補
装
具
費
支
給
決
定
の
判
定
を
受
け
た
人
を

対
象
に
、
車
い
す
や
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
の
修

理
や
購
入
を
す
る
際
、
補
装
具
費
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

■
日
時

　
　

月　

日
�

��

��

　
　

時
〜　

時　

分
（
受
付
）

��

��

��

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
谷
）

■
相
談
内
容

　

車
い
す
や
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
費
支
給
申

　

請
、
補
装
具
の
相
談
な
ど

■
対
象

　

肢
体
（
手
・
足
・
体
幹
）
障
が
い
、
聴
覚
障
が

　

い
の
ど
ち
ら
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持

　

し
て
い
る
人

■
持
参
す
る
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
印
鑑

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係　
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�
�
�
�

�
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�
�
�

��
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学
も
あ
る
中
、
平
成　

年
の
大
学
の
開
設

��

か
ら
�
年
で
、
今
回
、
看
護
系
の
大
学
と

し
て
唯
一
、
大
学
院
を
開
学
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
優
秀
な
学
生
を
数
多
く
輩

出
し
て
き
た
こ
と
や
、
地
域
に
根
差
し
開

か
れ
た
大
学
運
営
を
行
っ
て
き
た
こ
と
、

大
学
院
と
し
て
基
準
を
満
た
す
優
秀
な

教
員
が
多
数
在
籍
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
、
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�

　

地
域
医
療
を
支
え
る
質
の
高
い
看

護
実
践
者
や
、
臨
床
か
ら
地
域
を
包
括

す
る
視
野
を
も
つ
研
究
者
お
よ
び
教

育
者
、
ま
た
、
高
い
倫
理
観
で
指
導
力

を
発
揮
で
き
る
看
護
専
門
職
な
ど
を

育
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

現
役
看
護
学
部
の
学
生
や
近
隣
の

看
護
師
が
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
受
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

公
立
大
学
法
人
新
見
公
立
大
学

（
難
波
正
義
理
事
長
）
は
、　

月　
��

��

日
付
け
で
文
部
科
学
大
臣
の
認
可

が
お
り
、
平
成　

年
�
月
か
ら
「
新

��

見
公
立
大
学
大
学
院
」
を
開
学
し
ま

す
。

　

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
従
前

に
比
べ
、
大
学
院
の
開
学
に
か
か
る

審
査
が
厳
し
く
、
申
請
し
て
も
取
り

下
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
他
の
大

■
大
学
院
の
概
要

・
名
称

　

新
見
公
立
大
学
大
学
院
看
護
学

　

研
究
科
看
護
学
専
攻

・
修
業
年
限　

�
年

■
入
試
日
程
な
ど

・
試
験
日

　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

・
試
験
の
種
類

　

一
般
入
試
、
特
別
入
試
（
社
会

　

人
）

・
出
願
期
間

　
　

月　

日
�
〜　

日
�

��

��

��

・
定
員　

�
人

・
入
学
資
格

　

「
大
学
卒
業
な
ど
で
学
士
の
学

　

位
を
得
て
い
る
者
」、「
短
期
大

　

学
を
卒
業
し
た
場
合
は
実
務
経

　

験
な
ど
に
よ
り
資
格
認
定
さ
れ

　

た
者
」
な
ど

・
受
験
料　

�
� , 
�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
立
大
学
学
務
課

　

�
�
�
�
�
�
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市
で
は
、来
春
採
用
予
定
の
職
員
採
用
候
補
者

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
第
１
次
試
験
日
お
よ
び
会
場

　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、山
村
開
発
セ
ン
タ
ー　

　

（
消
防
職
体
力
検
査：

城
山
体
育
館
）

■
受
付
期
間

　
　

月
�
日
�
〜　

月　

日
�（
当
日
消
印
有
効
）

��

��

��

　
 （
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
電
子
申
請
以

　

外
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。）

■
試
験
実
施
要
項
・
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.n
iim
i.o
k
a
y
a
m
a
.jp

） 

　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
受
験
申
込
書
は
、Ａ
�

　

用
紙
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
使
用
し
て
く

　

だ
さ
い
。

②
直
接
取
り
に
来
ら
れ
る
場
合

　

総
務
課
人
事
係
お
よ
び
各
支
局
で
交
付
し
ま
す
。

③
郵
便
に
よ
り
請
求
さ
れ
る
場
合

　

お
も
て
に
「
受
験
申
込
書
等
請
求
」
と
朱
書
き

　

し
た
封
筒
に
、宛
て
先
を
明
記
し
て　

円
切
手

��

　

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
�
号
）
を
入
れ

　

て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
の
方
法

受
験
申
込
書
と
写
真
�
枚
（
�
�
×
�
�
・
�

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半
身
正
面
向
き
で

脱
帽
）
が
必
要
で
す
。（
試
験
区
分
に
よ
っ
て

は
免
許
証
な
ど
の
写
し
も
必
要
で
す
。）

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
ほ
か
、電
子
申
請
で

申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
の
場
合
は
、
受

験
票
を
送
付
す
る
た
め
、宛
先
を
明
記
し
て　
��

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
�
号
）

が
併
せ
て
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
係

　

〒
�
�
�－

�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�

　

�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

　

視
覚
障
害
者
就
労
支
援
制

度
と
は
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師

の
国
家
資
格 
を
持
つ
視
覚
障

が
い
の
あ
る
人
の
就
労
継
続

と
、
新
た
な
開
業
な
ど
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

次
の
事
業
所
で
、
は
り
、
き

ゅ
う
、
ま
た
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
へ
、

申
請
に
よ
り
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
助
成
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

■
助
成
額

　

�
回
�
�
�
円

■
申
請
方
法

領
収
書
を
添
付
し
た 「
申
請

書
」 お
よ
び 「
納
税
等
状
況
調

査
同
意
書
」 を
福
祉
課
、 各
支

局
、
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ

ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　

�
�
�
�
�
� 

�
西
方
�
�
�
番
地

　

吉
田
治
療
院　
 
吉  
田   
昭  
三 

よ
し 

だ 

し
ょ
う 
ぞ
う

　

�
�
�
�
�
�

�
高
尾
�
�
�
番
地　
��

　

河
原
治
療
院　
 
河  
原 　
 
勇  

か
わ 
は
ら 

い
さ
む

　

�
�
�
�
�
�

�
下
熊
谷
�
�
�
番
地
�

　

小
川
治
療
院   
小  
川 　
 
沢  
子 

お 

が
わ 

さ
わ 

こ

　

�
�
�
�
�
�

�
大
佐
小
阪
部
�
�
�
�
番

　

地
�

　

佐
藤
治
療
院 　
 
佐  
藤 　
  
定  
夫 

さ 

と
う 

さ
だ 

お

　

�
�
�
�
�
�

�
高
尾
�
�
�
�
番
地
�

　

や
ぎ
ゅ
う
鍼
灸
院

　
 
柳
生 

や
ぎ
ゅ
う    
良  
雄  

よ
し 

お

　

�
�
�
�
�
�

（
敬
称
略
）

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師

  
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
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予定人員受　　　　験　　　　資　　　　格試 験 区 分

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平
　成��年�月末日までに卒業見込みの人事　務　職

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平
　成��年�月末日までに卒業見込みの人
�身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
�活字印刷文による出題、口頭による面接に対応できる人
�自力で通勤でき、かつ介助者なしで職務の遂行が可能な人

事　務　職
(身体に障がいのある人)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、保育士かつ
　幼稚園教諭の資格を有している人または平成��年�月末日までに取得見込みの人

保育士・幼稚園教諭
（兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において土木
　（農業土木を含む）系学科を履修し卒業した人または平成��年�月末日までに卒業見込
　みの人

土木技術職
（兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、一級建築士の資格を有している人(学歴は問わ
　ない）

建　築　職
(兼事務職)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、電気主任技術者の資格を有している人、もし
　くは電気主任技術者認定校で電気主任技術者免状交付申請に必要な関係学科の単位を
　取得して卒業した人または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

電気技術職
(兼事務職)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において機械
　系学科を履修し卒業した人または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

機械技術職
(兼事務職)

�名程度

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平
　成��年�月末日までに卒業見込みの人
�身体強健で、運動機能などに障がいがなく、次の条件により消防職員としての適格性
　が認められる人  
　①身長　男性����以上、女性����以上
　②体重　身長とのバランスがとれていること
　③握力　男性両手とも���以上、女性両手とも���以上
　④肺活量　男性������以上、女性������以上
　⑤視力　矯正視力を含む両眼で���以上かつ一眼でそれぞれ���以上の視力で、赤色、青
　　　　　色および黄色の色彩の識別ができること
　⑥聴力　正常で言語明瞭であること
�普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者（取得見込者を含む）
※採用後�年以内に大型免許を取得すること。

消　防　職

　＊上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　�日本国籍を有しない人
　� 地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当する人
  　  例えば、次の事項に該当する人です。
   　 �成年被後見人または被保佐人
    　�禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人など

■試験区分、受験資格、予定人員
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年
末
年
始
は
何
か
と
忙
し
い

時
期
で
す
。
交
通
事
故
を
起
こ

す
こ
と
な
く
、
ま
た
事
故
に
遭

う
こ
と
な
く
、
無
事
に
新
年
を

迎
え
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
ゆ
と
り
と
ゆ
ず
り
あ
い
の
心

　

で
運
転
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

②
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
許
さ
れ

　

ま
せ
ん
！

③
夕
方
・
夜
間
は
目
立
つ
こ
と

　

が
大
事
！

④
ラ
イ
ト
は
早
め
に
、「
上
向
き

　

ラ
イ
ト
」
が
基
本
！

⑤
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心

　

が
け
ま
し
ょ
う
！

⑥
暴
走
運
転
は
絶
対
ダ
メ
！

⑦
出
か
け
る
人
に
「
気
を
つ
け

　

て
」
の
一
言
を
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
生
活
交
通
係
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�
�
�
�

�
��
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�
�
�
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�
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平
成　

年
�
月
�
日
現
在
で
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
事
業

��

主
は
、
�
月　

日
�
ま
で
に
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

��

償
却
資
産
と
は

　

土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
の
た
め
に
使
う
資
産
の
こ
と
で
、
構
築

物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
に
申
告
し
た
事
業
主
や
新
た
に
償
却
資
産
の
所
有

が
見
込
ま
れ
る
事
業
主
に
は
、　

月
中
旬
に
申
告
書
類
を
送
付
し
ま

��

す
。
申
告
書
類
が
送
付
さ
れ
な
い
事
業
主
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
外
へ
移
転
、
事
業
の
廃
止
な
ど
、
申
告
に
該
当
す
る
資
産
が
な

い
場
合
も
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
償
却
資
産
の
申
告
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申
告
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
で
も
可

能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係　

�
�
�
�
�
�
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　東日本大震災の被災地支援のた

め、多くの市民のみなさまから寄

せられた義援金は、��月��日現在

で��,���,���円となっています。ご

協力ありがとうございました。義

援金は、甚大な被災地である岩手

県、宮城県および福島県の被災者

支援に充てていただくため、�県

の市長会などへ送付しています。

　なお、公表することに同意をい

ただいた法人、団体は次のとおり

です。　  市報� 月号掲載分以降（敬称略）

■問い合わせ先

　総務課総務係　������

　このほど、アートトラッ

ク愛好会　常勝丸船団（真

壁宣広会長） から、アンプミ

キサーをご寄贈いただき、

障害者福祉施設の「ほほえ

み広場にいみ」で有効に活

用させていただいています。

ご寄贈ありがとうございました 東日本大震災の
　　義援金について

金額（円）法人・団体名

������
「うたごえの夕べ」
実行委員会

選挙人名簿の縦覧が行われます
　選挙管理委員会では、平成��年��月�日登録の選挙人名簿お

よび在外選挙人名簿のうち新規登載者名簿を、次のとおり縦覧

に供します。

　この縦覧は、選挙人の異議申し出の機会を保障するためのも

ので、登録漏れや無資格者の登録、記載事項の誤りを防止する

ためのものです。

■縦覧期間　��月�日�～�日�　�時��分～��時（毎日）

■縦覧場所・問い合わせ先　選挙管理委員会事務局　������

　

地
方
分
権
改
革
と
は
、
住
民
に
身
近
な
行

政
事
務
等
の
権
限
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団

体
が
自
主
的
か
つ
総
合
的
に
広
く
担
う
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
住
民
が
自
ら
の
判
断
と

責
任
に
お
い
て
地
域
の
諸
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革
で

す
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
地
方
分
権
改
革
有
識

者
会
議
で
活
発
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
私
も

　

月　

日
に
開
催
さ
れ
た
第
�
回
地
方
分
権

��

��

改
革
有
識
者
会
議
の
地
方
�
団
体
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
、
全
国
市
長
会
を
代
表
し
て
出
席
し
ま

し
た
。
会
議
で
は
、
国
が
行
っ
た
こ
れ
ま
で

の
地
方
分
権
改
革
に
対
す
る
評
価
と
、
今
後

国
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、

新
見
市
の
実
例
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
�
次
に
わ
た
る
一
括
法
に
よ
り
、

多
く
の
義
務
付
け
・
枠
付
け
（
国
が
法
令
で

制
限
し
て
い
る
事
務
の
実
施
や
そ
の
方
法
）

が
見
直
さ
れ
、
事
務
・
権
限
の
一
部
が
都
道

府
県
か
ら
市
町
村
へ
移
譲
さ
れ
た
も
の
の
、

未
だ
不
十
分
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
、
機
会

が
あ
る
ご
と
に
国
へ
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
の
地
方
分
権
一
括
法
が

��

施
行
さ
れ
て
以
降
、
新
見
市
で
は
他
市
に
先

駆
け
て
、
県
が
行
っ
て
い
た
事
務
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
県
内
一

般
市
の
県
か
ら
の
移
譲
事
務
は
平
均
で　

事
��

務
程
度
で
あ
り
ま
す
が
、
新
見
市
は
最
多
の

　

事
務
の
移
譲
を
受
け
て
お
り
、
全
国
で
も

��先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
で
す
。

今
年
度
も
、
新
た
に
林
地
開
発
許
可
に
関
す

る
申
請
等
の
手
続
き
が
市
役
所
で
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
自
分

た
ち
で
行
う
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
地
方

分
権
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
利
便
性
の
向

上
や
、
よ
り
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
の
た
め
、
積
極
的
に
事
務
・
権
限

の
移
譲
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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元
新
見
第
一
中
学
校
長
の
故 
植  
田  
一  
之 

う
え 

だ 

か
ず 
ゆ
き

氏
（
豊
永
）
に
、
叙
位
（
正
六
位
）
と
叙

勲
（
瑞
宝
双
光
章
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

  
昭
和　

年
�
月
、
阿
哲
郡
豊
永
村
立
豊
永

��

中
学
校
に
赴
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
主
に
旧

新
見
阿
哲
地
域
の
中
学
校
で
教
諭
と
し
て

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
新
郷
中
学
校

の
教
頭
、
豊
永
中
学
校
、
哲
南
中
学
校
、

新
見
第
一
中
学
校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
、

昭
和　

年
�
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

��

　　

元
豊
永
中
学
校
長
の
故 
出  
石 
�

い
ず 
い
し
の
り

   
 
幸 
氏

ゆ
き

（
高
尾
）
に
、
叙
位
（
正
六
位
）
と
叙
勲

（
瑞
宝
双
光
章
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

  
昭
和　

年
�
月
、
阿
哲
郡
千
屋
村
立
千
屋

��

中
学
校
に
赴
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
主
に
旧

新
見
阿
哲
地
域
の
中
学
校
で
教
諭
と
し
て

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
豊
永
中
学
校

の
教
頭
、
豊
永
中
学
校
の
校
長
を
歴
任
さ

れ
、
平
成
�
年
�
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　　

元
神
郷
中
学
校
長
の
故 
田  
原  
義  
之 
氏

た 

は
ら 
よ
し 
ゆ
き

（
神
郷
下
神
代
）
に
、
叙
位
（
正
六
位
）
と

叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

  
昭
和　

年　

月
、
神
奈
川
県
津
久
井
郡
相

��

��

模
湖
町
立
北
相
中
学
校
に
赴
任
さ
れ
、
そ

の
後
、
主
に
旧
新
見
阿
哲
地
域
の
中
学
校

で
教
諭
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、

福
本
中
学
校
の
教
頭
、
草
間
中
学
校
と
神

郷
中
学
校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
�

年
�
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
正
明
さ
ん
（
哲
多
町
本
郷
）
に

瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
哲
多
町
消
防
団
に
入

４３

団
さ
れ
、
平
成　

年
に
勇
退
さ
れ
る
ま

２１

で
の　

年
間
、
分
団
長
、
副
団
長
を
経

４１

て
、
市
町
合
併
後
は
市
消
防
団
哲
多
分

団
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
消
防
操
法
の
技
術
向
上
に

努
め
る
な
ど
、
防
火
、
防
災
、
救
援
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  　

下
田
勝
已
さ
ん
（
千
屋
実
）
に
藍
綬

褒
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
県
青
少
年
健
全
育

５８

�
�
�
�

成
県
民
会
議
推
進
員
、
平
成
５
年
か
ら

千
屋
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会

会
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
約　

年
間
、

４０

青
少
年
健
全
育
成
や
交
通
安
全
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
新
見
警
察
署
管
内
地
域
安

全
推
進
員
協
議
会
会
長
、
新
見
防
犯
連

合
会
理
事
を
務
め
ら
れ
、
地
域
の
見
守

り
を
中
心
と
し
た
支
援
活
動
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
村
啓
治
さ
ん
（
菅
生
）
に
藍
綬
褒

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の

６１

２５

　

年
間
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

２７て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　
１６

年
に
は
新
見
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
、
平
成　

年
に
は
岡
山
県

２３

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
や

経
験
を
活
か
し
、
地
域
福
祉
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

 下  田 　 勝 已   さん
しも だ かつ み

 木  村 　 正 明   さん
き むら まさ あき

 谷  村 　 啓 治   さん
たに むら けい じ

該
当
の
人
は
必
ず
申
請
を

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
調
整
し
ま
す

平
成　

年
は
農
業
委
員
選
挙
の
年
で
す

２６

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
を
調
整
し
ま
す
。
申
請
に
よ
り

名
簿
に
登
録
し
ま
す
の
で
、
次
の
登
載
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
人
は
必
ず
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

①
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
新
見
市
に
住

２６

　

所
が
あ
る
人

②
満　

歳
以
上
の
人
（
平
成
６
年
４
月
１
日

２０

　

以
前
に
出
生
し
た
人
）

③　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る
農
業

１０

　

経
営
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶

　

者
で
、
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
農
耕

２６

　

に
従
事
し
て
い
る
人

　

す
で
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

世
帯
に
は
、「
新
見
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を　

月
中
に
地
区
総

��

代
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
登
録
し
て
い
な

い
世
帯
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各
支
局

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申

請
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

�
�
�
�
�
�



������������
��������������

　　

出
生
や
死
亡
な
ど
戸
籍
の
届
け
出
は
、
市

役
所
本
庁
の
宿
直
、
日
直
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
転
入
・
転
出
な
ど
住
民
異
動
の
届

け
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
■
交
付
窓
口

　

市
役
所
本
庁
の
宿
直
、
日
直

■
交
付
時
間　

�
時　

分
〜　

時

��

��

■
取
扱
事
務

　

住
民
票
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、
印

　

鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
受
付
お
よ
び
交
付

■
持
参
す
る
も
の

・
写
真
付
き
公
的
身
分
証
明
書　

　
 （
運
転
免
許
証
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
、

　

パ
ス
ポ
ー
ト
）

・
認
印

・
手
数
料

・ 
印
鑑
登
録
カ
ー
ド （
印
鑑
登
録
証
明
書
が

　

必
要
な
人
の
み
必
須
。
な
お
、
合
併
前
の

　

印
鑑
登
録
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
市

　

役
所
本
庁
の
宿
直
、
日
直
で
は
交
付
で
き

　

ま
せ
ん
。）

※
写
真
付
き
公
的
身
分
証
明
書
に
よ
り
本
人

　

確
認
が
で
き
る
人
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

■
申
請
お
よ
び
受
取
人

　

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
の
み

　
■
新
見
・
神
郷
・
哲
多
・
哲
西
の
各
支
局
管
内

年
末
は
、　

月　

日
�
ま
で
収
集
業
務
を

��

��

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
申
込
期
限
（
ご
み

収
集
日
程
表
の
下
欄
に
掲
載
）
ま
で
に
申

し
込
ん
だ
場
合
に
限
り
ま
す
。
年
始
は
、

�
月
�
日
�
か
ら
行
い
ま
す
。

収
集
が
必
要
な
人
は
、
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
新
見
環
境
�
（
�
�
�
�

�
�
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
大
佐
支
局
管
内
（
川
筋
を
除
く
）

し
尿
収
集
は
、
計
画
収
集
で
行
っ
て
い
ま

す
。
急
に
収
集
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、

　

月　

日
�
ま
で
に
、
�
十
字
屋
（
�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　

市
営
斎
場
は
、
�
月
�
日
�
、
�
日
�
は

休
館
と
な
り
ま
す
。

　

火
葬
な
ど
の
予
約
は
、
市
役
所
本
庁
の
宿

直
、
日
直
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　　

大
佐
・
神
郷
・
哲
多
・
哲
西
の
各
支
局
管

内
の
市
営
バ
ス
は
、　

月　

日
�
か
ら
�
月

��

��

�
日
�
ま
で
運
休
し
ま
す
。

　　

水
道
管
の
故
障
に
つ
い
て
は
、
上
水
道
課

（
�
�
�
�
�
�
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�月�日
（月）

�月�日
（日）

�月�日
（土）

�月�日
（金）

�月�日
（木）

�月�日
（水）

��月��日
（火）

��月��日
（月）

��月��日
（日）

��月��日
（土）

ごみ収集日程表のとおり収集はありませんごみ収集日程表のとおり①可燃ごみ収集

○×○××××○××
②【可燃ごみ】
　クリーンセンター
　（ごみ焼却施設）

○×××××××××
③【埋立・粗大ごみ】
　処理センター
　（最終処分場）

��������	

��
�
�
���
�
�
�
��
�
�

年
末
年
始
の
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
期
間
の
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
本
庁
の
宿
直
、
日
直
（
�
�
�
�
�
�
）
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

　

戸
籍
の
届
け
出

　

住
民
票
な
ど
の
交
付

　

市
営
バ
ス
の
運
行

　

水
道
管
の
故
障

※�年末年始の収集日は、ごみ収集日程表で確認し、指定の日に出してください。また、年末年始はごみの
　　量が増加するため、収集時間が遅くなることがあります。ごみの減量化にご協力をお願いします。
※��の直接持ち込み時間は、９時～１６時です。

　

し
尿
の
収
集

 可燃ごみの収集や直接持ち込み

　

市
営
斎
場「
明
月
苑
」の
利
用



��������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

柔道整復師の施術を受けるとき、健康保険が
『使える場合』と『使えない場合』があります！

※｢健康保険が使える｣と説明を受けて受診されても、保険の適用が認められなければ、治療費を
　負担していただく場合があります。

������
健康保険が使えない場合健康保険が使える場合

�日常生活による単なる肩こり、腰痛など
�慰安目的の施術
�スポーツなどによる筋肉疲労、筋肉痛
�症状の改善がみられない長期の施術（漫然とした施術）
�同じ病状について保険医療機関（病院、診療所など）で治療中の場合

�打撲
�捻挫
�挫傷（肉離れなど）
�脱臼、骨折
　（医師の同意書が必要）

��������	
��
�負傷の原因を正しく伝える。
�医療機関にかかっている場合、きちんと申告する。
�施術所が作成する｢療養費支給申請書｣の内容を必ず確認し、自分で署名する。
�領収書をもらう。
　
　お願い
　施術所から国保・後期高齢者医療へ提出される｢療養費支給申請書｣の中には、保険適
　用の対象とならないものが含まれている場合があります。受診内容の確認のため、電
　話や文書などで問い合わせることがありますので、ご協力をお願いします。

■問い合わせ先　市民課国保年金係　������

　

平
成　

年
度
か
ら
、「
固
定
資
産
税
・

��

都
市
計
画
税
」
の
「
前
納
報
奨
金
制
度
」

が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
、「
税
収
の
早
期

確
保
」
や
「
納
税
意
識
の
高
揚
」
な
ど
を

目
的
に
創
設
さ
れ
、
年
税
額
を
一
括
し
て

第
�
期
の
納
期
限
内
に
納
付
し
た
場
合

に
報
奨
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
創
設

か
ら
数
十
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で

は
、
納
税
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
、
そ

の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

報
奨
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
制
度

廃
止
後
も
『
納
付
書
』
ま
た
は
『
口
座
振

替
』
に
よ
り
全
期
分
を
一
括
し
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
で
に『
口
座
振
替
』

で
全
期
前
納
を
し
て
い
る
人
で
、
制
度
廃

止
後
に
期
別
納
付
を
希
望
す
る
人
は
、
金

融
機
関
で
「
全
期
前
納
」
か
ら
「
期
別
納

付
」
へ
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
の
ご
理
解
と

納
期
内
納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
収
税
係　

�
�
�
�
�
�

　

税
務
課
資
産
税
係　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

農
家
の
み
な
さ
ん
も
、
事
業
を
し
て
い
る
人
と
同
様

に
、「
収
入
金
額
」
か
ら
「
必
要
経
費
」
を
差
し
引
い
て

所
得
金
額
を
計
算
す
る
「
収
支
計
算
」に
よ
り
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

収
入
金
額
と
は

 
・ 
農
産
物
の
販
売
代
金
（
米
、
野
菜
、
果
樹
、
牛
な
ど
）

・
自
家
用
消
費
の
農
産
物
（
保
有
米
、
自
家
消
費
野
菜

　

や
果
樹
な
ど
）

・
共
済
な
ど
補
て
ん
金　

ほ
か

必
要
経
費
と
は

・
農
業
の
た
め
の
種
苗
、
肥
料
農
薬
、
飼
料
、
農
機
具

　

購
入
、
修
理
、
刈
り
取
り
、
乾
燥
、
燃
料
、
作
業
用

　

衣
類
、
諸
材
料
な
ど
の
費
用

　

申
告
会
場
に
は
、
こ
れ
ら
収
入
金
額
と
必
要
経
費
（
領

収
書
な
ど
を
添
付
）
を
記
入
し
た
「
収
支
内
訳
書
準
備

表
」
を
作
成
し
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
の
際
に
「
収
支
内
訳
書
準
備
表
」
を
作

成
し
て
い
な
い
場
合
は
、
各
会
場
で
作
成
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

「
収
支
内
訳
書
準
備
表
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
暮
ら

し
の
ガ
イ
ド
〔
保
険
・
年
金
・
税
金
〕→

農
業
所
得
の

申
告
方
法
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
税
務
課
、

各
支
局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｊ
Ａ
阿
新
広
報
誌
「
あ
し
ん
」

　

月
号
に
同
封
さ
れ
る
予
定
で
す
。

��■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�



������������
��������������

�
�
�
�
�
�
��
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	



議会�
レポート�
平成��年��月
常任委員会

        　

満
奇
洞
の
よ
り
一
層
幻

想
的
な
空
間
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
、
洞
内
照
明

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
行
い
ま

す
。

　

来
場
者
の
み
な
さ
ん
に

は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
入
洞
で
き
な
い
期
間

　

平
成　

年
�
月
�
日
�

��

　

〜
�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

１１月に開催した常任
委員会の主な内容を
紹介します。

　

県
や
市
で
は
、
積
雪
の
多
い
市
北

部
を
中
心
に
国
・
県
道
お
よ
び
市
道

の
除
雪
を
行
い
、
冬
季
間
の
生
活
道

路
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
■
作
業
時
間

　

積
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
作
業
開

　

始
が
真
夜
中
や
早
朝
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

■
路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵

　

路
上
駐
車
な
ど
の
障
害
物
が
あ
る
と
、
除
雪
が
で
き
ま

　

せ
ん
。
支
障
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
は
取
り
除
い
て

　

く
だ
さ
い
。

■
自
宅
周
辺
は
み
な
さ
ん
の
手
で

　

自
宅
周
辺
や
身
近
な
と
こ
ろ
は
、
み
な
さ
ん
の
手
で
除

　

雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
な
ど
で
除

　

雪
が
困
難
な
場
合
は
、
隣
近
所
で
助
け
合
い
、
生
活
道

　

路
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

除
雪
の
際
、
道
路
の
端
や
歩
道
に
雪
が
盛
り
上
が
っ
て

　

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除
去
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
頻
繁
に
凍
結
が
発
生
す
る
箇
所
に
は
凍
結
防
止

　

剤
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
使
用
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

「
少
し
で
も
早
く
除
雪
を
！
」
と
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

積
雪
量
や
道
路
幅
に
よ
っ
て
は
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
早
朝
な
ど
お
休
み
の
時
間
帯
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
道
路
交
通
の
確
保

と
安
全
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
中
県
民
局
新
見
地
域
維
持
管
理
課　

�
�
�
�
�
�

　

建
設
課
維
持
管
理
係　

�
�
�
�
�
�

　

大
佐
支
局　

�
�
�
�
�
� 　

神
郷
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

哲
多
支
局　

�
�
�
�
�
� 　

哲
西
支
局　

�
�
�
�
�
�

 

（　

月　

日
開
催
）

��

��

①
報
告
事
項

　
　

月
定
例
会
の
提
出
予
定
議
案
、
Ａ
級
グ

��
ル
メ
フ
ェ
ア
の
開
催
結
果
、
県
畜
産
共
進
会

の
結
果
、
新
見
市
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

神
郷
温
泉
の
冬
期
休
館
な
ど
に
つ
い
て
、
執

行
部
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

高
齢
化
が
進
む
地
域
内
市
道
へ
の
融
雪
剤

の
散
布
、
消
費
税
の
増
税
や
地
方
交
付
税
削

減
に
伴
う
市
財
政
へ
の
影
響
、
県
道
の
通
行

止
め
な
ど
道
路
情
報
の
告
知
状
況
、
市
内
公

共
施
設
・
民
間
施
設
の
防
火
対
策
状
況
、
Ａ

級
グ
ル
メ
に
関
す
る
施
策
の
方
向
性
、
Ｊ
Ｒ

新
見
駅
へ
の
自
動
改
札
機
の
導
入
な
ど
に
つ

い
て
、
執
行
部
の
考
え
や
対
応
を
調
査
し
ま

し
た
。

（　

月　

日
開
催
）

１１

１５

①
報
告
事
項

　
　

月
定
例
会
の
提
出
予
定
議
案
、
新
見
市

��
法
曽
陶
芸
館
で　

月
�
日
か
ら
�
月
�
日
ま

��

で
開
催
さ
れ
る
「
土
田
哲
也
縄
文
土
器
展
」

な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

病
児
・
病
後
児
保
育
実
施
に
お
け
る
看
護

師
の
配
置
状
況
、
学
校
�
学
期
制
の
検
証
な

ど
学
校
教
育
現
場
の
現
状
、
今
後
の
公
共
交

通
体
制
、
無
明
谷
の
現
状
、
公
民
館
活
動
、

廃
校
舎
の
利
活
用
、
市
内
病
院
へ
の
難
病
専

門
医
の
派
遣
状
況
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
の
正
規
職
員
お
よ
び
臨
時
職
員

の
配
置
状
況
、
新
見
図
書
館
・
新
見
美
術
館

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
検
討
、
文
化
財
の

盗
難
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え

や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

《
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
》

　

新
見
市
議
会
基
本

条
例
に
規
定
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
議
員

が
自
由
に
意
見
交
換

す
る
場
で
あ
る
、
議
会

報
告
・
意
見
交
換
会
を

　

月
�
日
�
か
ら
�

��日
�
ま
で
の
�
日
間
、

市
内　

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
、
一

��

昨
年
に
引
き
続
き
�
回
目
の
取
り
組
み
で
あ

り
ま
し
た
が
、
大
変
有
意
義
な
会
議
と
な
り

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
平
成　

年
度
新
見
市

��

の
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
新
見
市

の
ま
ち
づ
く
り
と
あ
な
た
の
地
区
の
地
域
づ

く
り
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
地
域
独
自
の
問
題
や
市
政

や
議
会
に
対
す
る
提
言
・
要
望
な
ど
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
ご
意

見
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
・
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
や
議
会

の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
総
務
産
建
常
任
委
員
会

�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
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〜
お
医
者
さ
ん
と
話
そ
う 
③
〜

ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
？

　

地
域
住
民
と
医
療
従
事
者
が
、
仕
事
内
容
や
地
域
医
療
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、

座
談
会
形
式
で
意
見
交
換
す
る
企
画
で
す
。

　

今
回
は
、
大
佐
中
学
校
�
年
生
の
み
な
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
テ
ー
マ

・
医
療
従
事
者
の
仕
事
に
つ
い
て

・
新
見
市
の
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

・
自
分
達
に
で
き
る
こ
と

■
出
席
者

●
大
佐
中
学
校
�
年
生
の
み
な
さ
ん

★
医
療
従
事
者

　

迫
田
医
師
（
大
佐
診
療
所
）

　

松
永
薬
剤
師
（
阿
新
薬
局
）

　

清
水
看
護
師
（
太
田
病
院
）

　

中
学
生
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
か
ら
医

療
従
事
者
に
対
し
て
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
直
接
質
問
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問
１
「
何
で
医
療
従
事
者
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
か
。」

問
２
「
医
療
の
仕
事
の
中
で
一
番
大
切

な
こ
と
は
何
で
す
か
。」

問
３
「
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す

か
。」

　　

こ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

答
１
「
両
親
が
祖
母
の
介
護
を
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
何
か
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。」

答
２
「
患
者
さ
ん
な
ど
の
健
康
や
安
全

を
守
る
こ
と
が
一
番
で
す
。」

答
３
「
患
者
さ
ん
が
笑
顔
で
『
あ
り
が

と
う
。
元
気
に
な
っ
た
よ
。』
と
声
を
か

け
て
く
だ
さ
る
時
が
一
番
う
れ
し
い
で

す
。」

　　

ま
た
、
今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通

し
て
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
医
療
従
事
者
に
な
る
た
め
に
は
勉
強

の
他
に
体
力
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
っ

た
。
医
療
の
仕
事
は
大
変
な
ん
だ
な
と

い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。」

「
医
療
に
従
事
す
る
み
な
さ
ん
が
僕
た

ち
患
者
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
努
力
を

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
仕
事
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
看
護
師
を
目
指
す
生
徒
に
対

し
て
は

「
看
護
就
職
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
り
、

市
か
ら
の
奨
学
支
援
金
給
付
も
始
ま
っ

て
、
学
び
や
す
い
環
境
が
で
き
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。」

と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
地
域
医
療
係

　

�
�
�
�
�
�

��������
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������������������������ （◎主任児童委員）　　

　 川  上 　　 一  枝 
かわ かみ かず え

　 山  田 　　 實  雄 
やま だ じつ お

　 新  持 　　　 正 
しん もち ただし

 美  知  子 
み ち こ

　 上  原 　　 真  美 
うえ はら ま み

思誠地区
　 戸  村 　　 敏  夫 

と むら とし お

　 大  久  保  美  砂  緒 
おお く ぼ み さ お

　 杉  原 　　 悦  子 
すぎ はら えつ こ

　 �  木 　　 好  惠 
たか き よし え

　 乗  本 　　　 進 
のり もと すすむ

　 佐  藤 　　 和  子 
さ とう かず こ

　 宮  地 　　 恵  子 
みや じ けい こ

　 山  本 　　 敬  子 
やま もと けい こ

　 吉  良 　　 英  紀 
き ら ひで き

　 中  島 　　 良  介 
なか しま りょう すけ

◎ 木  山 　　 博  子 
き やま ひろ こ

◎ 家  本 　　 光  子 
いえ もと てる こ

　 渡  邉 　 多  惠  子 
わた なべ　 た え こ

　 �  田 　　 英  雄 
よし だ ひで お

　 大  谷 　 志  津  子 
おお たに し ず こ

　 眞  治 　　 義  忠 
しん じ よし ただ

　 松  田 　　 �  治 
まつ だ よし はる

高西地区
◎ 三  上 　トシ 子 

み かみ こ

◎ 中  田 　　 啓  子 
なか だ けい こ

　 定  岡 　　 達  文 
さだ おか たつ ふみ

　 �  國 　　 弓  子 
よし くに ゆみ こ

　 林 　　　 節  子 
はやし せつ こ

　 林 　　 得  美  子 
はやし え み こ

　 田  澤 　 美  保  子 
た ざわ み ほ こ

　 西  村 　　　 篠 
にし むら しのぶ

上市地区
◎ 則  本 　　 美  香 

のり もと み か

◎ 石  垣 　　 文  子 
いし がき ふみ こ

　 長  谷  川 　　 勝 
は せ がわ まさる

◎ 上  田 　　 久  子 
うえ だ ひさ こ

　 中  山 　　 文  子 
なか やま ふみ こ

　 上  田 　　 隆  志 
うえ だ たか し

　 田  邊 　　 壽  朗 
た なべ とし ろう

　 田  中 　　 啓  子 
た なか けい こ

千屋地区
◎ 柴  田 　　 里  美 

しば た さと み

　 戸  田 　　 冨  子 
と だ とみ こ

　 岡  田 　　　�   
おか だ きよし

　 梶  原 　　 安  子 
かぢ はら やす こ

　 北 　　　 卓  士 
きた たく し

　 �  岡 　　 波  子 
よし おか なみ こ

菅生熊谷地区
◎ 立  永 　　 禎  子 

たち なが よし こ

◎ �  井 　　 文  子 
よし い ふみ こ

　 小  谷 　 喜  久  江 
こ だに き く え

　 冨  谷 　　 正  雄 
とみ や まさ お

　 宮  長 　　 正  雄 
みや なが まさ お

　 下  橋 　　 昌  子 
しも はし まさ こ

　 伊  勢  村 　 一  心 
い せ むら かず み

　 山  本 　　 悦  子 
やま もと えつ こ

　 天  川 　　 敏  之 
あま かわ とし ゆき

美郷地区 　 古  米 　　 正  策 
ふる まい しょう さく

　 林 　　　 雅  
はやし まさ

　 橋  本 　　 敏  子 
はし もと とし こ

　 村  下 　　 光  廣 
むら した みつ ひろ

　 難  波 　　　 泰 
なん ば ひろし

◎ 道  滿 　　 康  江 
どう まん やす え

◎ 綱  島 　 美  智  雄 
つな しま み ち お

◎ 大  谷 　　 厚  子 
おお たに あつ こ

　 藤  井 　　 克  子 
ふじ い かつ こ

　 逸  見 　　 力  士 
へん み つよ し

　 森  田 　　　 寿 
もり た ひさし

　 杉  本 　　 和  夫 
すぎ もと かず お

井倉法曽地区
◎ 免  田 　　 妙  子 

めん でん たえ こ

　 山  本 　　　 誠 
やま もと まこと

　 田  井 　　 桂  子 
た い けい こ

　 宮  坂 　　 要  治 
みや さか よう じ

　 上  杉 　　 和  雄 
うえ すぎ かず お

　 渡  邉 　　 睦  也 
わた なべ むつ や

草間地区
◎ 大  塚 　 多  加  子 

おお つか た か こ

◎ 小  林 　　　 茂 
こ ばやし しげる

　 赤  木 　　 紘  一 
あか ぎ こう いち

　神   �
かん

   
ざき

　　 康  子 
やす こ

◎ 田  中 　　 祐  子 
た なか ゆう こ

　 植  田 　　　 進 
うえ だ すすむ

　 植  田 　　 晴  子 
うえ だ はる こ

　 藤  川 　　 結  子 
ふじ かわ ゆい こ

　 山  本 　 茂  三  郎 
やま もと も さぶ ろう

豊永地区
◎ 山  田 　　 卓  志 

やま だ たく し

　 下  田 　　 泰  久 
しも だ やす ひさ

　 山  下 　　 富  久 
やま した とみ ひさ

　 �  下 　　　 勲 
こう げ いさお

　 山  形 　　 勝  江 
やま がた かつ え

　 植  木 　 実  登  志 
うえ き み と し

大佐地区 　 迫  原 　　 安  子 
さこ はら やす こ

　 鹿  島 　　 安  子 
か しま やす こ

　 仁  井 　　 久  子 
に い ひさ こ

　山   �
やま

   
さき

　　 政  雄 
まさ お

　 山  岡 　　 武  志 
やま おか たけ し

◎ 神  原 　 多  美  子 
かみ はら た み こ

◎ 西  田 　　 勝  江 
にし だ かつ え

　 黒  田 　　 伴  一 
くろ だ とも かず

　 宮  地 　　 昌  子 
みや じ まさ こ

　 福  田 　　 直  光 
ふく だ なお みつ

　 鈴  木 　　 貴  子 
すず き たか こ

　 宝  蔵 　　 裕  子 
ほう ぞう ひろ こ

　 福  谷 　　 道  子 
ふく たに みち こ

　 林 　　　 澄  惠 
はやし すみ え

神郷地区 ◎ 信  谷 　　 昌  吾 
のぶ たに しょう ご

　 平  田 　　 好  弘 
ひら た よし ひろ

　 白  根 　　　 豊 
しら ね ゆたか

　 井  田 　　 久  子 
い だ ひさ こ

　 大  原 　　 正  喜 
おお はら まさ き

◎ 足  原 　　 千  鳥 
あし はら ち どり

　 佐  田 　　 秀  孝 
さ だ ひで たか

　 小  川 　　 茂  子 
お がわ しげ こ

　 �  田 　　 宥  正 
よし だ ゆう しょう

　 田  辺 　　 寿  恵 
た なべ ひさ え

　 逸  見 　　 知  子 
へん み とも こ

哲多地区 　 石  畑 　 美  代  子 
こく はた み よ こ

　 小  谷 　 茂  登  美 
こ だに も と み

　 梶  川 　　　 正 
かじ かわ ただし

　 戸  村 　　　 繁 
と むら しげる

　 小  原 　　　 武 
こ ばら たけし

◎ 松  田 　　 博  美 
まつ だ ひろ み

◎ 石  本 　　 正  枝 
いし もと まさ え

　 鷲  山 　　 惠  祥 
わし やま やす よし

　 宮  本 　　　 勇 
みや もと いさむ

　 津  村 　　 正  憲 
つ むら まさ のり

　 前  田 　　 五  郎 
まえ た ご ろう

　 井上 　ミキコ
い の う え

　 三  上 　 由  起  子 
み かみ ゆ き こ

　 奥  津 　 一  冨  美 
おく つ ひ ふ み

哲西地区 　 西  川 　　 敏  秋 
にし かわ とし あき

　 安  田 　 志  津  江 
やす だ し ず え

　 花  田 　　 松  子 
はな た しょう こ

　 松  村 　　 節  子 
まつ むら せつ こ

　 中  川 　　 眞  五 
なか がわ しん ご

◎ 川  上 　　 二  朗 
かわ かみ じ ろう

◎ 小  原 　　 安  子 
こ はら やす こ

　 津  村 　　 安  子 
つ むら やす こ

　

市
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民

生
委
員
・
児
童
委
員
�
�
�
名
、
主
任
児
童
委
員

　

名
の
合
わ
せ
て
�
�
�
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

��地
区
を
受
け
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童
委

員
の
職
務
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
」
と
呼
ば
れ
、
子
育
て
中
の
人
、
障
が
い
の

あ
る
人
、
高
齢
の
人
な
ど
悩
み
や
問
題
を
抱
え
て

い
る
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
で
あ
る
と
と
も

に
、
み
な
さ
ん
と
行
政
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
も
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
中
で
特
に
児
童
福
祉
分
野
を
専
門
に
担
当
す

る
委
員
で
、 子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
虐
待
、 い
じ
め
、

 
不
登
校
な
ど
地
域
の
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
を
扱

っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
は

秘
密
厳
守
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任

児
童
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

な
お
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
担
当
区
域
お
よ
び

連
絡
先
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係　

�
�
�
�
�
�

　

大
佐
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

神
郷
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

哲
多
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

哲
西
支
局　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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くら　　 わき

ひで
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凍
結
に
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ

ー
か
ら
家
庭
側
の
水
道
管
が
破

裂
し
た
と
き
は
、
止
水
栓
を
回

し
て
水
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

修
理
は
市
が
指
定
す
る
水
道
工

事
事
業
者
（
別
表：

市
内
業
者

の
み
掲
載
）
へ
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
修
理
代
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら

本
管
側
の
故
障
に
つ
い
て
は
上

水
道
課
お
よ
び
支
局
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

電話番号会社名地区

�����㈱三備電業社

新見

�����宗宏工業㈱

�����片岡工業㈱

�����㈲三和設備

�����㈱杉岡建設

�����㈲黒田設備建材店

�����㈱丸山建設

�����平松住宅設備

�����梶谷鉄工㈱

高尾

�����山一工業㈱

�����㈱中電工　 新見営業所

������トミヤ電気設備

�����新輝電業

�����妹尾工務店

�����伯備建設�

�����新見ガス�

�����西村工業�

�����竜本電気工業所

������ながお屋

������榎工業所

�����白川土木㈱

正田 �����東亜電工㈱

�����㈲にいみ住設

�����㈱新見メンテック

上市
�����新栄設備

�����㈱佐々木組

�����㈲テクノ・システムサービス

�����㈲べんりや
西方

�����宮本工業㈱

�����岡本商事㈱
金谷

�����㈲新菱電機

�����㈱杉本工業熊谷

�����㈲橋本管工事石蟹

�����中村建設工業㈱唐松

電話番号会社名地区

�����熊野建設㈱井倉

�����大塚産業㈱足見

�����山一電気工事草間

�����田枝建設㈱千屋

�����㈲豊田

大佐

�����㈲ダイキ商工

�����㈲鉄屋

�����後藤設備

�����フジオカ

�����児玉電気工事店

�����㈲山田産業

�����池本設備

�����㈲原田組

�����㈱安達建設

�����㈲たかせ建設

神郷 �����㈱上田建設

�����神郷建設㈱

�����㈲ガスサービス善

哲多

�����㈲マル石設備

�����広兼電機㈱

�����藤井鉄工所

�����㈱上山住建

�����奥田建設㈱

����
�����

㈱フクモト住設

�����㈱酒木工務店

哲西

�����㈲あしん設備

�����吉原建材㈲

�����
�����

広島ガス住設㈱
哲西営業所

�����スミカワ設備

�����㈲ヤスダ工業

�����川原建設㈲

�����山口設備

新見市指定給水装置工事事業者一覧表
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
水
道

管
の
凍
結
事
故
が
発
生
し
や
す

く
な
り
、
特
に
屋
外
に
露
出
し

て
い
る
水
道
管
（
給
水
管
や
蛇

口
）
は
凍
結
し
破
裂
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
保
温
材
で
覆
う

な
ど
し
て
、
凍
結
防
止
対
策
を

早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
水
道
課　

�
�
�
�
�
�

　

大
佐
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

神
郷
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

哲
多
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

哲
西
支
局　

�
�
�
�
�
� 保温例�

�
�
�

メーターボックス内止水栓
右に回すと水が止まります。

�
�

�
�

��������
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����������� ����

��������

　■申し込み・問い合わせ先　大会事務局（生涯学習課内）　������

■大会期間　平成��年�月��日�～��日�
　　　　　　予備日：��日�
※開会式：�月��日�　��時～
■応募要件
　次の①～③の要件を満たす人
　①中学生以上で、市内に在住または勤務している人。
　②大会期間中にボランティアで協力していただける人。
　③会場までの交通手段が確保できる人（送迎は行いま
　　せん）。
■業務内容
　①球場内における競技進行の補助
　　（ファウルボール回収、球出し、球場整備、得点表
　　  示、カウント表示など）

　②大会会場内の運営補助（会場案内、場内清掃、弁当
　　受け渡し補助など）
■申込締切　平成��年�月��日�
■申込方法
　電話でお申し込みください。
■その他
　ご協力いただく日時や業務内容については意向を確
　認し、後日、事務局からご案内します。

����������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������

　市内愛好家の指導により、組み木やオモチャなどを製
作することで、木のぬくもりと作る楽しさを体験します。

■日時
　�月��日�　�時～��時
■場所
　まなび広場にいみ�階創作室
■定員
　��名程度
　（親子参加可、多数の場合は抽選になる場合があります）
■受講料　���円

■申込方法
　講座名（市民学習講座�月・組み木教室）、郵便番号、
　住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、ハガキ、電
　話、またはＦＡＸでお申し込みください。また、まな
　び広場にいみ受付、市役所総合案内、各支局、各市民
　センター・ふれあいセンターに申込用紙を用意してい
　ますので、ご利用ください。
■申込締切　��月��日�
■申し込み・問い合わせ先

　〒��������　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係　������　 �����

��������	

��������	�������

����������	
���������������

��������	
������※��月中旬から下旬頃まで放送予定　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
���※��月��日から放送予定　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
������　《毎日》 �：��・�：��・��：��・��：��

��������	
�������	����　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
����　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
���������������	�　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
����������������　《毎日》 　�：��・��：��・��：��

��������	
	�������
	����������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
������������　《毎日》 �：��・��：��

��������	�
������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

���������	
�����������������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
�����　《毎日》 �：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。　■問い合わせ先　企画政策課広報係　������
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平成２６年�

これを門松がわりにご利用ください�

平成２５年１２月１日発行（市報にいみ第１０５号付録）�

新見市報道委員会�

切 取 り切 取 り �切 取 り �

　■問い合わせ先
　　企画政策課政策係　������

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を

明らかにすることを目的とし、製造業に属

するすべての事業所を対象とした、統計法

に基づく報告義務がある重要な統計です。

　調査結果は、中小企業施策や地域振興な

どの基礎資料として利活用されます。

　調査時点は平成��年��月��日です。

　調査票へのご回答をお願いします。

��������	
��������

�����������

����

�����

�������������
��������	
����������	

■日時　��月��日�～��日�

　　　　時間はいずれも��時～��時

■場所　まなび広場にいみ�階パソコン

　　　　 教室

■内容

　表計算「エクセル」を使用して、操作の

　基礎と簡単な文書を作成

■対象

　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人

■参加費　�,���円（テキスト代別途）

■定員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（パソコン講座��月・パソコンで

　簡単な計算をしてみよう）、郵便番号、　

　住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、

　電話、ハガキまたはＦＡＸで申し込んで

　ください。

※まなび広場にいみ受付に申込用紙を用

　意していますのでご利用ください。

■申込締切　��月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒��������　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係

　������　 �����



������������
��������������

　■申し込み・問い合わせ先
　　企画政策課広報係　��６１14

平成２６年�

これを門松がわりにご利用ください�

平成２５年１２月１日発行（市報にいみ第１０５号付録）�

新見市報道委員会�

切 取 り切 取 り �切 取 り �

　市では、男女共同参画社会を実現するため、

さまざまな取り組みを行っています。

　今回は落語付き講演会を開催しますので、み

なさんの参加をお待ちしています。

■日時

　平成２６年�月��日�　����������
■場所

　まなび広場にいみ小ホール
■講師

　 笑福亭 　松枝
しょうふくてい

    さん (落語家)
しょうし

　「落語家の講演ですので笑ってもらえることが不可
欠。いつも自らの体験を話します。帰り道、人がより

いとおしく、草花がより愛らしく見える…。そんなお

話を心がけています。」

■入場料

　無料（事前の申し込みは必要ありません。）

�������

�����
������

����

　■問い合わせ先
　　生涯学習課文化振興係　��６１０８

“伝説の龍の戦士”

となったポーと�

人の仲間が繰り広

げる感動と興奮の

物語を、家族や友達

とご覧ください。

■開催日

����月��日�
■上映時間　����������	�
�
��

■場所

　まなび広場にいみ大ホール
■入場料　高校生以下：無料、一般：１００円

　　　　　（当日、受付でお支払いください。）

※全席自由

��������	
��
�����

���������	�
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　■申し込み・問い合わせ先
　　新見市体育協会新見支部事務局
　　（生涯学習課スポーツ振興係内）　��６１４８

　■申し込み・問い合わせ先
　　実行委員会事務局（商工観光課商工観光係内）
　　��６１３６　��６１８１

　■申し込み・問い合わせ先　生涯学習課文化振興係　������　������

��������	
��

　スタインウェイは、世界のピアノメーカー御三家
で、世界で最も有名なピアノの一つです。このコン
サートに出演し、世界的な名器“スタインウェイ”を
あなたも体感してみませんか？
■日　　時　平成２６年３月２日�
■場　　所　まなび広場にいみ大ホール
■定　　員　４０人（組）※先着順
■参加資格　市内在住者・勤務者でピアノを弾いた
　　　　　　ことがある人

■参 加 費　無料
■演奏時間　１０分以内
■申込方法
　申込用紙に記入し、郵送、ＦＡＸまたは持参のいず
　れかの方法で申し込んでください。
※申込用紙は、まなび広場にいみ受付、市役所総合窓
　 口、各支局、各公民館、市ホームページ内にあります。
■申込受付期間　平成２６年１月１０日�～２４日�

■日時　平成��年�月�日�
���������������	
��������������	
��������������
�������������	

■��　防災公園周辺
■����
　・ファミリー
　　（小学校１～３年生と保護者またはそれに代わる成人のペア）
　・小学生男子、小学生女子（いずれも４年生以上）
　・中学生男子、中学生女子
　・高校生男子
　・高校生、大学生、一般女子
　・一般男子Ａ（４５歳未満）
　・一般男子Ｂ（４５歳以上）
　・一般男子Ｃ（６０歳以上）
※年齢は大会当日を基準とします。
■参加費　  無料
■申込期限　���������

�����

��������	��������	
���������	
����������	
�

���������
������������

■日時　平成平成����年年��月月��日日（（ 日日 ））
　　　 　������������

■����　いぶきの里スキー場いぶきの里スキー場
■種目　大回転

　　　　スキーの部
　　　　・少年１部（小学生）
　　　　・少年２部（中学生）
　　　　・青年の部（高校生以上３５歳未満）
　　　　・壮年１部（３５歳以上５０歳未満）
　　　　・壮年２部（５０歳以上）
　　　　・女子１部（小学生）
　　　　・女子２部（中学生以上）

　　　　スノーボードの部
　　　　・男子１部（小学生）
　　　　・男子２部（中学生以上）
　　　　・女子１部（小学生）
　　　　・女子２部（中学生以上）

������アマチュアならどなたでも参加できます。

��������	
����������������������

※申し込みと同時にお支払いください。

����各部門の１位から３位まで。

※小学生対象の部門については、６位まで

�������申込用紙を市ホームページからダウン

�������ロードして申し込んでください。

��������	
��		����

���������	�
����

���������
��������

参加者
募集

参加者募集

出演者募集



��������������
��������������

　

大
き
な
声
で
「
こ
ん
に
ち
は

〜
と
う
ふ
屋
で
す
」
と
言
い
な

が
ら
、
私
は
一
軒
一
軒
と
う
ふ

を
配
達
し
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん

は
、
と
う
ふ
、
み
そ
、
漬
物
な

ど
を
製
造
販
売
し
て
い
る
の
で
、

人
と
出
会
う
事
に
よ
り
、
漬
物

の
作
り
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
く
こ
と
が
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
す
。
特
に
、
お
年
寄

り
の
人
は
知
識
や
経
験
が
豊
富

な
の
で
、
教
え
て
も
ら
う
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

人
と
の
出
会
い
が
ど
ん
な
に

得
が
た
い
も
の
で
あ
る
か
、
ま

た
、
人
と
出
会
う
事
に
よ
っ
て
、

何
が
欠
点
で
あ
る
か
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
の
部
分
を
改
善
し
、

自
分
の
得
意
な
領
域
を
伸
ば
し

て
い
け
ば
、
ひ
と
ま
わ
り
、
ふ

た
ま
わ
り
と
大
き
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。　
　

　

「
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知
ら

ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
私
の
経
験
は
狭
く
、
情
報

に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
人
と
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
、
特
に
お
年
寄
り
の
話

に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
私
自
身

を
成
長
さ
せ
る
肥
や
し
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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 岡  田 　功   さん�

おか だ いさお

神郷油野　自営業

�
�
�
�
�
��

�
	


�

新
見
公
立
大
学 

看
護
学
部
４
年

  
貴  
島 　

み
ど
り
さ
ん　

き 

じ
ま

（
出
身

　

（
出
身 ‥‥

兵
庫
県
三
田
市

兵
庫
県
三
田
市
））

��������������������	���
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 長  谷  川 　光   さん�

は せ がわ ひかる

神奈川県座間市（出身：草間）

座間市市議会議員

ん
で
い
ま
す
。

「
市
政
は
、生
活
に
密
着
し
た
身

近
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。」
そ
れ
故
に
、
住

民
か
ら
の
信
用
、
信
頼
が
重
要
で
す
。

　

人
生
は
、
運
だ
け
で
も
駄
目
で
す
。
運
が

巡
っ
て
き
た
時
に
、
持
ち
有
る
能
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
て
道
を
切
り
開
く
こ
と
で
す
。
私

は
誠
実
に
住
民
の
人
々
に
接
し
、
親
身
に
傾
聴
し
、

信
頼
を
得
た
か
ら
こ
そ
、
今
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
お
陰
様
で
、
地
元
民
と
し
て
、
議

員
と
し
て
、
充
実
し
か
つ
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
便
り
が
風
に
乗
っ
て
、
古
里
、

新
見
に
届
け
ば
幸
い
で
す
。

は
開
け
る
」

私
は
、
昭
和　

年
草
間
に
誕
生
し
、
昭
和　

��

��

年
高
校
卒
業
後
、
大
阪
の
呉
服
問
屋
に
就
職
し
、

そ
の
後
上
京
。
縁
あ
っ
て
、
家
内
の
実
家
の
あ
る

神
奈
川
県
座
間
市
に
移
住
し
、
昭
和　

年
に
自
宅

��

を
構
え
ま
し
た
。

　

長
年
勤
務
し
た
会
社
を
円
満
退
社
、
平
成
�
年

に
自
宅
を
店
舗
と
し
て
呉
服
店
を
開
業
し
、
第
�

の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、

地
元
の
皆
様
と
の
お
付
き
合
い
が
始
ま
り
、
親
身

な
相
談
も
増
し
て
い
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
に
座
間
市
市
議
会
選
挙
が
あ
り
、
多

��

く
の
住
民
の
皆
様
か
ら
出
馬
要
請
を
受
け
て
出
馬

し
、
そ
し
て
初
当
選
、
�
期
目
は
議
長
も
経
験
し
、

現
在
は
�
期
目
の
議
員
活
動
を
精
力
的
に
取
り
組

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
さ
ん

�
�
��

�
�
��

�
�
�
�
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　おおさ総合センターで、「 由  紀 さおり・ 安  田  祥  子 
ゆ き やす だ さち こ

『手づくり学校コンサート����』」が開催され、約

���人の来場者に日本の歌の素晴らしさを伝えま

した。

　�人は「小さい秋みつけた」、「大きな古時計」

などを歌い、透明感あふれる歌声で来場者を魅了

しました。また、大佐中学校�年生による「風の

子合唱団」と合唱する一幕もありました。

��������	
�

����������
������

��／��

　大井野別れ広場周辺で、「大井野紅葉まつり」が

開催されました。

　会場では、地元産ヒメノモチの餅つきや餅投げ

などの催し、山菜おこわやヒメノモチなどの販売

が行われました。

　家族連れらは、 御  洞 渓谷や 赤  松 渓谷を散策し、
お どう あか まつ

美しい大井野の紅葉を堪能していました。

��������

�������／�

　おおさ総合センター周辺で、「大佐ふるさとま

つり」が開催されました。

　会場では、千屋牛肉うどん早食い大会が行わ

れ、参加者はうどんの熱さと格闘しながら完食し

ていました。

　また、地元小学生によるおおさ源流太鼓や銭太

鼓、大佐文化協会による芸能発表などの催しや、

特産品の販売が行われました。

��������	

������
������

��／�

　日本一の親子孫水車で、「第��回神郷ふるさと

祭」が開催されました。

　毎年恒例の、神郷（ し ん ご う）にちなんだ、��
● ●

ｍのジャンボ巻き寿司は、栄養委員の指導のも

と、住民や来場者らが力を合わせて作り、見事に

完成しました。切り分けられた巻き寿司は、来場

者らに振る舞われ、「おいし～」という声が聞こえ

ました。

�������

������
����������

��／��



��������������������������

　神郷油野の三室総合案内所で、「第�回三室峡

紅葉まつり」が開催され、来場者は鮮やかに色づ

いた三室峡でゆっくりとした時間を過ごしました。

　来場者が飛び入り参加して行った木臼による餅

つきでは、声を掛け合いながら 杵 で餅をついてい
きね

ました。

　また、ヤマメの塩焼きや地元特産品の販売など

も行われました。

��������

����������／�

　新見市とＮＰＯ法人コメリ災害対策センター

が、「災害時における物資供給に関する協定」を締

結しました。

　これは、災害が発生した時などに必要物資の迅

速かつ優先的な供給の確保を目的としたもので、

より一層の防災力向上が図られます。

��������	
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���������
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��／�

　正田の憩いとふれあいの公園で、市内の全中学

校が参加して「第��回新見市中学校駅伝競走大会」

が行われ、男子��チーム、女子��チームが出場し

ました。

　選手たちは沿道からの声援を受け、チーム一丸

となって練習の成果を発揮しました。

��������	
��

　神郷温泉周辺で、「第��回新見市しんごう湖畔

マラソン大会」が開催され、雨にもかかわらず、

昨年を大きく上回る約���人が参加して健脚を競

いました。

　ファミリーコースの参加者の中には、子どもの

ほうが速く、ゴール手前で父親を待つ姿もありま

した。レース後、参加者は地元の特産品を味わ

い、神郷温泉で疲れを癒しました。
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人
間
ド
ッ
ク
は
時
間
も
お
金
も
か
か

る
と
感
じ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
を
休
ん
で
、
お
金
を
か
け
て
、
結

果
は
何
の
問
題
も
な
い
と
な
れ
ば
、
な

ん
だ
か
無
駄
な
こ
と
を
し
た
よ
う
な
気

が
す
る
の
も
事
実
。
検
査
数
値
に
問
題

の
な
い
こ
と
が
何
度
も
続
け
ば
、
受
診

意
欲
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
上
、

若
く
て
元
気
だ
か
ら
、
体
調
に
何
の
問

題
も
感
じ
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
受

診
し
な
い
の
も
無
理
の
な
い
話
で
す
。

　

で
も
、「
お
互
い
生
身
の
体
」
と
い
う

の
は
、
若
い
人
に
も
年
配
の
人
に
も
、

元
気
な
人
に
も
そ
う
で
な
い
人
に
も
言

え
る
こ
と
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
深
く
静
か
に
進
行

し
ま
す
。
黙
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
自

分
の
体
に
、
時
々
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に
大
事
な
こ
と

は
、
健
診
結
果
の
正
し
い
評
価
で
す
。

い
く
ら
立
派
な
機
械
を
使
っ
て
も
、
正

し
い
評
価
が
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
検
査
数
値
に
問
題

が
な
か
っ
た
こ
と
が
、「
健
康
的
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
」
こ
と
を
保
証
す
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
お
医
者
さ
ん
や
保
健
師
の

指
導
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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市
内
で
ド
ッ
ク
を
受
け
て
も
、
精
密

検
診
な
ど
で
遠
く
の
医
療
機
関
に
行
く

こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
内
の
ド
ッ

ク
医
療
機
関
に
お
け
る
※
専
門
医
の
登

録
状
況
は
総
数
�
�
名
（
複
数
資
格
は

重
複
し
て
カ
ウ
ン
ト
）
と
な
っ
て
お
り
、

検
査
数
値
の
正
確
な
評
価
と
適
切
な
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
の
精
密
検
診
医
療
機
関

と
し
て
、
肺
が
ん
が
�
か
所
、
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
が
�
か
所
ず
つ
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

ド
ッ
ク
の
受
診
か
ら
、
そ
の
後
の
生

活
指
導
、
精
密
検
査
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
ま
す
。

　

来
年
度
の
受
診
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。※

専
門
医
と
は

�
年
間
以
上
の
専
門
研
修
を
受

け
、
資
格
審
査
と
専
門
医
試
験
に

合
格
し
て
、
学
会
な
ど
に
よ
っ
て

認
定
さ
れ
た
医
師

��������	
�
　それまでの人間ドックでは何も異常が見

つからず安心していました。ところが、ある

年のドック後、精密検査を受けろとのこと。

胃がんでした。健康には自信があったのに、

�年で進行していたのです。

　�時間半の手術を受け、今は再起を果たし

ています。まさに生まれ変わった思いです。

　この経験から、気づいたことがあります。

　世間では人間ドックは当てにならないと

か、病気を指摘されるのが怖いとかいって受

診しない人がいます。そういう人は、人間に

は健康人と病人の二種類しかいないと思っ

ているのではないでしょうか。そうではなく、

人はみな健康人と病人の間にいるのだと思

います。

　検査結果の数値を見て正常値内なら健康、

はみ出したら病気だなどと、単純に分けるの

は迷いの源です。「生老病死」といいますが、

この四つが順番にやって来るのではありま

せん。検査数値は、人間とは生・老・病・死

の四つを同時に携えて人生を歩んでいるの

だと教えてくれているようにも思えるのです。

　人は機械ではなく、健康は固定した状態で

はありません。私がドックを勧める理由です。

（��代男性）

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
国
保
年
金
係　

�
�
�
�
�



��������������������������

���������������������������������
���������������������� 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課地域医療係　������

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　診療時間：��：��～��：��
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日、������������
診療科目：内科、小児科

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

�� ��
����
����

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんな
どの症状について、当番の小児科医また
は看護師などが電話で相談に応じるとと
もに、受診などについて適切なアドバイ
スを行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜、日曜、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子
　　　　　　どもおよびその保護者

����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
��������

��������	
�

���������	
�
���������

平成��年�月生��：��～��：��木��月��日

���������	

���������

平成��年�月生��：��～��：��火��月��日

※会場は、新見市保健福祉センターです。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別途ご案内します。

���������	

���������

平成��年�月生��：��～��：��水��月�日

■問い合わせ先
　健康づくり課健康づくり係　������

�����������	


��������

��：��～��：��
哲多総合センター月��月�日

��：��～��：��
��：��～��：��哲多総合センター

火��月�日
��：��～��：��保健福祉センター（金谷）

��：��～��：��
��：��～��：��

保健福祉センター（金谷）
水��月�日
木��月�日
金��月�日

※午前中のマンモグラフィ検査はおおむね��人です。  
※詳細については、お配りしている「新見市成人検診ガイドブック」を
　ご覧ください。

���������	

���������

平成��年�月生��：��～��：��水��月��日

��������
���������

平成��年�月��日生～�月生��：��～��：��火��月��日

����
新見市　新見中央病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　勝山病院（内･外） ����������
真庭市　谷田医院（外） ����������
真庭市　本山医院（内） ����������

����
�

新見市　太田病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　近藤病院（内･外） ����������
真庭市　前原医院（内） ����������
真庭市　米田医院（内） ����������

����
�

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　日伝医院 �����������
真庭市　金田病院（内･外） ����������
真庭市　中井医院（内） ����������

�����
�

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������
真庭市　イケヤ医院（内） ����������

�����
�

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　三上クリニック �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　金田病院（外） ����������
真庭市　宮島医院（内） ����������

�����
�

新見市　太田病院 ������
庄原市　瀬尾医院 �����������
真庭市　勝山病院（内･外） ����������
真庭市　まにわ整形外科（外） ����������
真庭市　杉山医院（内） ����������

�����
�

新見市　※通常診療を行っています。
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　中山病院（内･外） ����������
真庭市　松坂医院（内） ����������
真庭市　河本医院（内） ����������

�����
�

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　細川医院 �����������
真庭市　近藤病院（内･外） ����������
真庭市　まつうら医院（内） ����������
真庭市　さくもとクリニック（外）����������

�����
�

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　金田病院（内･外） ����������
真庭市　勝山病院（内･外） ����������

���
�

新見市　太田病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　近藤病院（内･外） ����������

���
�

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　日伝医院 �����������
真庭市　中山病院（内･外） ����������
真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������

���
�

����������
���������

平成��年�～�月生��：��～��：��火��月��日
対象者 ５～８か月の乳児をもつ保護者 
内　容 �離乳食のすすめ方（講話、離乳食の実演、試食）　 
 �講話「元気がでる子育て」 
 �育児相談、離乳食相談など 
持参するもの 母子手帳、筆記用具、子ども用のスプーンとお茶、バスタオル

���
��������

��：��～��：��
総合福祉センター月��月��日

��：��～��：��
※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に
　限られます。
※本人確認ができる物を持参してください。



������������
��������������

　
　

月
、　

月
は
「
耕
作
放
棄

��

��

地
解
消
強
化
月
間
」
で
す
。

　

農
業
の
担
い
手
の
減
少
や
高

齢
化
に
よ
っ
て
、
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
農
地
が
十
分
に
活
用

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
 �
地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
守

る
日
�
を
設
け
て
、
耕
作
放
棄

地
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

※
耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
に
代

　

わ
っ
て
、
農
作
物
が
栽
培
で

　

き
る
よ
う
に
再
生
す
る
活
動

　

を
行
う
人
に
、
必
要
な
経
費

　

を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

�
�
�
�
�
�

　

事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

の
心
構
え
、
集
客
や
広
告
に
つ

い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
事

業
計
画
）
の
作
り
方
な
ど
、
起

業
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま

す
。

■
日
時

　

平
成　

年
�
月　

、　

日
、

��

��

��

　

�
月
�
、　

日
、
�
月
�
日

��

 
（
全
日
曜
日
）　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ

　
 （
岡
山
市
中
区
西
川
原
�
�

　

�
番
地
）

■
対
象
者

　

創
業
・
開
業
を
考
え
て
い
る

　

人
■
講
師

　
 
藤  
田  
悠  
久  
雄 
氏
（
中
小
企
業

ふ
じ 

た 

ゆ 

く 

お

　

診
断
士
）

　
 
松  
本  
賢  
一 
氏
（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ま
つ 
も
と 
け
ん 
い
ち

　

ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■
定
員　
　

人
��

�
�
�
�

す
る
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　

�
�
�
�
�
�

　
　

月
�
日
�
か
ら　

日
�
ま

��

��

で
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

　

人
権
は
、
み
な
さ
ん
が
幸
福

な
人
生
を
送
る
た
め
の
大
切
な

権
利
で
す
。
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
て
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、

明
る
く
豊
か
な
社
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

人
権
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩

み
の
人
は
、
お
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
か
、
全
国
共
通
人
権
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

�
�
�
�
�
�

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成　

年
��

度
第
�
学
期
（
�
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん

で
い
ま
す
。

・　

歳
以
上
の
人

��

　

�
科
目
か
ら
学
習
す
る
選
科

　

履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し

　

て
入
学
で
き
ま
す
。

・　

歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

��

　

を
持
っ
て
い
る
人

　

学
力
試
験
は
な
く
、
全
科
履

　

修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

■
参
加
費　

�
�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
商
工
会
連
合
会

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�

　

�
�

　

阿
哲
商
工
会

　

�
�
�
�
�
�

　
　

月
�
日
�
か
ら　

月
�
日

��

��

�
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
理

解
と
関
心
を
深
め
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
自
立
し
、
社
会
参
加

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
何
が

必
要
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
、
市
内
の
福
祉
施

設
・
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
新

見
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�



��������������������������

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　
 （
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

�
�
�
�
�
�

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探

し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の

仕
事
を
し
て
い
た
が
、
制
度
に

　

年
以
上
在
学
し
て
、
�
�
�

　

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、

　

学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取

　

得
で
き
ま
す
。

・
�
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

　

び
た
い
人

　
 「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

　

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
平
成　

年
�
月

��

　

日
�
ま
で
で
す
。

��■
資
料
請
求
（
無
料
）
・
問
い

　

合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ

　

ー

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.o
u
j.a
c
.jp

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（　

月
・
�
月
分
）

��

●
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

　

康
相
談

　
　

月
�
日
�　

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　
　

月　

日
�

��

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

●
思
春
期
心
の
健
康
相
談

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

人
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
し
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
に
対
し
、

各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳
の
紛

失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）
が

必
要
な
場
合
は
、
で
き
う
る
限

り
の
範
囲
で
速
や
か
に
対
応
し

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

　

金
共
済
機
構
林
業
退
職
金
共

　

済
事
業
本
部

　

�
�
�－

�
�
�
�－

�
�
�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
:/
/
w
w
w
.rin
ta
ik
y

o
.ta
is
y
o
k
u
k
in
.g
o
.jp
/

　
　

月　

日
�
か
ら　

日
�
ま

��

��

��

で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
で
す
。

　

拉
致
問
題
は
、
日
本
の
国
家

主
権
や
国
民
の
生
命
と
安
全
に

関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、

こ
の
問
題
の
解
決
な
く
し
て
国

交
正
常
化
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

全
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
日
も

早
い
帰
国
を
実
現
す
る
た
め
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問

題
の
解
決
の
必
要
性
を
認
識
し
、

関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

�
�
�
�
�
�



��������������
��������������

���月�日� ��：��～　国際ふれあい講座（新見）

���月��日� ��：��～　子ども映画会（哲西）

���月��日� ��：��～　クリスマスこどもお楽しみ会（新見）

　　　　　　   ��：��～　こども映画会（新見）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��
�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	���������	
������������	
�

�

月
の
休
館
日

��

土金木水火月日

�������

������������

��������������

��������������

���������

���������

��������	
���������

　学歴、仕事、家庭。すべてを手
に入れ、自分は人生の勝ち組だ
と信じて疑っていない良多。ある
日病院からの連絡で、6年間育
てた息子は病院で取り違えられ
た他人の子供だったことが判明
する。血か、共に過ごした時間か。
2つの家族に突きつけられる究
極の選択。そして、妻との出会い、
両親との確執、上司の嘘、かつて
の恋、子供との時間。映画の余白
を埋めていく、小説で紡がれる
家族それぞれの物語。

『パンダ銭湯』
ツペラツペラ／作　絵本館　����年

　少しだけ贅沢をして「季節の素
材をドーン」と使った和食でおも
てなしをしてみませんか？牛肉、
たけのこ、山菜、鮎、きのこと豚
肉、鮭、合鴨、鶏、かき、かに。
これらの素材をメインにした��コー
スは、見た目に豪華、食べてみ
れば納得の美味、しかも作り方は
カンタン。加えて「おもてなしを
楽に、楽しいものにするための十
か条」の中には、招く人、招かれ
る人双方に役立つエッセイがつづ
られています。

『だれか来る日の和食メニュ－』
 行  正 　 り  香 ／著　文化出版局　����年
ゆき まさ り か

　あなたは、パンダ専用の銭
湯があるのを知っていますか？
実は…あるのです。やってきた
パンダの親子は、服を脱ぎはじ
め…。え～っ、まさか、そうだ
ったのか…。あたたかいユーモ
アがいっぱいの絵本です。

『そして父になる』
 是  枝 　 裕  和 ／著　宝島社　����年
これ えだ ひろ かず

　今年度の芥川賞受賞作品。娘と継
母。父。喪われた母。『家族』には
少し足りない集団に横たわる嫌悪と快
感を律動的な文体で描く、小説とは
ひと味違う、純文学的ホラーともいわ
れる文学作品です。

■年末年始休館のお知らせ
・新見、哲西、大佐　１２月２９日�～１月３日�
・神郷、学術　１２月２８日�～１月４日�
・哲多　１２月２８日�～１月５日�

■臨時休館のお知らせ
・哲多　蔵書点検のため、１月８日�、９日�は休館します。

�
��

『爪と目』
 藤  野 　 可  織 ／著　新潮社　����年
ふじ の か おり



��������������������������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日・火曜日（ただし、��/���は開館）
　　　　　 年末年始（��/���～�/��）

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

�����
新見市西方���番地（������）
開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日���/� �～��/� �、 月曜日（ただし、��/�� �は開
　　　　　　 館し、翌火曜日休館）、年末年始��/���～�/��

会
期
▼　

月
�
日
�
〜
平
成　

年
�
月
2
日
�

��

��

��
�
�
�
�
�
�
	


�

��
���
���
���
��
�
�
�
�
	
�

つ
ち 

だ 

て
つ 

や

〈企画展〉

�  
� 
� 
私
の
「
縄
文
」
と
の
出
会
い
は
高
校
時
代
。

帝
釈
峡
の
縄
文
遺
跡
と
縄
文
土
器
に
触
れ
、
た
と

え
よ
う
も
な
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
山
に
行
き

粘
土
を
探
し
て
見
よ
う
見
ま
ね
で
土
器
を
作
り
焼

い
て
み
ま
し
た
が
見
事
に
破
裂
…
…
。
そ
れ
か
ら

年
月
が
流
れ
、
猪
風
来
美
術
館
の
作
品
を
前
に
し

て
あ
の
頃
の
感
動
が
ふ
つ
ふ
つ
と
蘇
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
縄
文
土
器
を
作

る
喜
び
、
自
然
と
一
体
に
な
っ
て
焼
き
上
げ
る
縄

文
の
精
神
世
界
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
の
太
古
へ
の
興
味
は
つ
い
に
縄
文
の
世
界
で
ゴ

ー
ル
し
た
よ
う
で
す
。 �  
� 
� 

土
田
哲
也 

1
9
6
3
年
生
ま
れ 
哲
西
町
出
身
・
在
住 

縄
文
修
行
�
年

　

い
ま
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
�
縄
文

の
美
�
。
数
万
人
に
も
の
ぼ
る
縄
文
野

焼
き
体
験
者
や
、
縄
文
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
音
楽
や
映
像
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
縄
文
芸
術
が
さ
か
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
、
現
代

縄
文
芸
術
運
動
の
最
先
端
を
担
う
当
館

で
縄
文
造
形
を
学
ぶ
教
室
生
の
中
か
ら
、

�
年
間
の
修
行
を
へ
て
縄
文
土
器
作
家

が
誕
生
し
ま
し
た
。
縄
文
土
器
と
対
話

し
、
そ
の
美
を
修
得
し
た
成
果
を
ど
う

ぞ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

�
�
�
�
��

会
期
▼　

月
�
日
�
〜
平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

��

�
�
�
�
�
�
�
��

�
���
���
��
�
�
�
��

あ
か 

ば
ね 

と
う

同
時
開
催�

�
�
�
�
�
�
�
	�

�
�
�
�
�
�
�
��

館
・
博
物
館
に
無
償
譲
与
さ
れ
、
当
館
に
は　

口
��

が
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。平
成　

年
に
は
研
磨
完
了

��

を
記
念
し
た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
所
蔵
刀
剣
類
の
中
か
ら
、「
赤
羽

刀
」
を
中
心
に
、
市
指
定
重
要
文
化
財
の 
大  
慶  
直 

た
い 
け
い 
な
お

 
胤 
の 
太  
刀 
、 
藤  
本  
秀  
光 
、 
義  
久 
、 
眞  
光 
親
子
の
大

た
ね 

た 

ち 

ふ
じ 
も
と 
ひ
で 
み
つ 

よ
し 
ひ
さ 

ま
さ 
み
つ

太
刀
な
ど
約　

口
を
展
示
し
、
鉄
の
芸
術
、
日
本

��

刀
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
展
示
室
で
は
、
市
が
本
年
度
購
入

し
た
田
渕
俊
夫
画
伯
の
「
旅
の
思
い
出　
 
火  
焔 

か 

え
ん

 
山 
」、「
旅
の
思
い
出　

故
宮
」、「
秋
燃
ゆ
」、
宮

ざ
ん廻

正
明
画
伯
の
「
天
水
」、「
協
奏
曲
」
の
新
収
蔵

品
画
�
点
の
初
公
開
を
中
心
に
、繊
細
で
情
趣
あ

ふ
れ
る
現
代
日
本
画
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
の
終
結
直
後
、連
合
国
軍
総
司
令

部
は
、
日
本
の
武
装
解
除
政
策
の
一
環
と
し
て
、

国
民
が
所
有
し
て
い
た
刀
剣
類
を
没
収
し
ま
し

た
。関
東
地
方
で
没
収
さ
れ
た
刀
剣
類
は
、東
京
・

赤
羽
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
倉
庫
に
一
時
保

管
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
は
廃
棄
さ
れ
、
廃
棄
を

免
れ
た
刀
剣
類
は
日
本
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。こ

う
し
た
経
緯
か
ら
、こ
れ
ら
の
接
収
刀
剣
類
は
赤

羽
刀
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。平
成
�

（
�
�
�
�
）
年
、「
接
収
刀
剣
類
の
処
理
に
関
す

る
法
律
」
が
成
立
し
、
一
部
は
、
も
と
の
所
有
者

に
返
却
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
所
有

者
不
明
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。平
成　
��

（
�
�
�
�
）
年
、
法
律
に
も
と
づ
き
、
研
磨
と

そ
の
後
の
活
用
を
条
件
に
制
作
地
の
公
立
美
術

 
清  
光 
（
刀
）　

室
町
末
期

き
よ 
み
つ
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����から

����まで

��
人権・行政相談
��:��～��:��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

人権・行政・登記・法律相談
��:��～��:��
�新郷市民センター
�神郷支局（�����）
���:��～��:��
�おおさ総合センター
�大佐支局（�����）

�
消費生活相談
���:��～��:��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

心配ごと相談
��:��～��:��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

����
一般質問（予備日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�Ｆ図書室
�生活環境課生活交通係
　（�����）

��
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
文化財防火デーに伴う
合同訓練および立入検査
���：��～��：��
�荒戸神社本殿
�消防本部予防課（�����）

��
平成��年��月議会定例会
（閉会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
委員会（予備日）
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
年末夜警
���：��～�：��
�消防本部および各分団
�消防本部消防団係（�����）

���仕事納め��

��
第��回新見市新春
ロードレース大会
��：��～��：��
�防災公園周辺
�生涯学習課スポーツ振興係　
　 （�����）

�
新見市成人式
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール他
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

�����
消費生活相談
���:��～��:��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

心配ごと相談
��:��～��:��
�新郷市民センター
�社会福祉協議会神郷支所
　（�����）
��:��～��:��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）
���:��～��:��
�おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所
　（�����）
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���
人権相談
���:��～��:��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
���:��～��:��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

��
平成��年��月議会定例会
（開会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

����
絵画教室��周年記念
東京芸術大学教授
講演会・対談
���:��～��:��
�まなび広場にいみ小ホール
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

男女共同参画
ステップアップ講座
���:��～��:��
�山村開発センター大会議室
�企画政策課広報係 （�����）

������
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

人権・行政相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

��
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
  （�����）

��
人権啓発講演会
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

������
総務産建常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

人権・行政・家庭児童・母父
子相談
登記相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

��
文教福祉常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
予算決算常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

献血
���：��～��：��
���：��～��：��
�総合福祉センター
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

��
第��回新見市スポーツ少年
団交歓交流大会
��：��～��：��
�新見南中学校体育館
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

������������天皇誕生日��
「 カ ン フ ーパンダ � 」 
映画上映会
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

������ 元日������
年末夜警
���：��～�：��
�消防本部および各分団
�消防本部消防団係（�����）

���������仕事始め
行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年��月 号   平成��年��月�日 N o.���

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は��月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（－��世帯）

　（平成��年��月末日現在）

�������

■固定資産税・都市計画税３期
■国民健康保険税６期
　（納期限：��月��日）

ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。

これからも元気で大きくなってね！
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